
招

請

状

全
原
発
の
停
止
・
廃
炉
！

｢

教
育
の
民
営
化｣

と
対
決
し
、
学
生
自
治
会
を
甦
ら
せ
よ
う
！

全
国
の
学
友
は
、
全
学
連
第
72
回
定
期
全
国
大
会
に
集
ま
ろ
う
！

２
０
１
１
年
７
月
８
日

全
学
連
中
央
執
行
委
員
会(

織
田
陽
介
委
員
長)

全
国
学
友
の
み
な
さ
ん
！

全
学
連
中
央
執
行
委
員
会
は
９
月
９
日
～
10
日
に
開
催
す
る
全
学
連
第
72
回
定
期
全
国
大
会
へ
の
結
集
を
訴

え
ま
す
。

第
一
に
、
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら｢

原
発
反
対
！｣

の
声
を
あ
げ
、
学
生
自
治
会
を
甦
ら
せ
よ
う
！

全
原
発
の
停
止
・
廃
炉
を
求
め
る
す
べ
て
の

学
生
は
、
全
学
連
大
会
に
集
ま
ろ
う
。
原
発
推
進
・
稼
働
を
最
優
先
し
、
人
命
や
住
民
の
生
活
を
切
り
捨
て
る
―
―
福
島
第
一
原
発
事
故
や

玄
海
原
発
の
再
稼
働
を
め
ぐ
っ
て
示
さ
れ
た
菅
政
権
の
本
性
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
の
怒
り
を
か
き
た
て
て
い
ま
す
。
今
や
こ
の
怒
り
は
６
月

11
日
の
全
国
１
０
０
万
人
デ
モ
を
は
じ
め
と
す
る
大
衆
行
動
の
爆
発
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、
全
原
発
の
停
止
・
廃
炉
に
向
け
て
の
壮
大
な
展
望

を
切
り
開
い
て
い
ま
す
。
何
よ
り
も｢

フ
ク
シ
マ
の
怒
り｣

で
す
。
放
射
能
へ
の
恐
怖
を
は
ね
の
け
、｢

原
発
が
な
く
な
っ
た
ら
生
活
は
ど
う
す

る｣
｢

今
ま
で
カ
ネ
を
も
ら
っ
て
き
た
じ
ゃ
な
い
か｣

な
ど
の
非
難
を
ふ
り
き
り
、
６
月
19
日
に
福
島
現
地
で
原
発
反
対
の
大
デ
モ
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
そ
の
怒
り
は
全
世
界
に
波
及
し
、
ド
イ
ツ
や
イ
タ
リ
ア
で
は
つ
い
に
、
原
発
推
進
政
策
に
ノ
ー
が
叩
き
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

あ
ら
ゆ
る
反
原
発
デ
モ
の
先
頭
に
、
私
た
ち
と
同
じ
、
未
来
を
担
う
青
年
・
学
生
が
立
っ
て
い
ま
す
。
原
発
を
止
め
る
力
は
私
た
ち
学
生

自
身
の
中
に
あ
り
ま
す
。
原
発
事
故
を
契
機
に
、
原
発
推
進
大
学
と
御
用
学
者
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
長
崎
大
学
の
山
下
俊
一

教
授(

福
島
県
放
射
線
健
康
リ
ス
ク
ア
ド
バ
イ
ザ
ー)

は
、｢

低
線
量
被
曝
な
ら
人
体
に
影
響
は
な
い｣

と
被
曝
を
容
認
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ

け
で
な
く
、｢

節
電｣

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ
っ
て
大
学
を
あ
げ
て
原
発
推
進
政
策
に
与
し
て
い
ま
す
。
福
島
大
生
は
言
い
ま
す
。｢

私
た
ち
が
発

言
す
れ
ば
変
わ
り
ま
す
。
原
発
は
な
く
せ
ま
す｣

(

６
・
19
福
島
集
会
で
の
発
言)
―
―
原
子
力
政
策
は
、
原
発
を
擁
護
し
、
幻
想
を
ふ
り
ま
く

御
用
学
者
が
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら｢

原
発
反
対
！｣

の
声
を
あ
げ
、
御
用
学
者
を
叩
き
だ
そ
う
！

第
二
に
、｢

戦
争
と
生
活
破
壊｣

と
闘
い
、
学
生
自
治
会
を
甦
ら
せ
よ
う
！

日
本
の
原
子
力
政
策
の
根
幹
に
は
、
核
武
装
の
欲
求
が
あ
り
ま

す
。
原
発
と
と
も
に
、
核
と
戦
争
に
反
対
の
声
を
上
げ
よ
う
！

さ
る
６
月
21
日
に
開
催
さ
れ
た
日
米
安
全
保
障
協
議
委
員
会(

２
プ
ラ
ス
２)

で
は
、｢

中
国
の
脅
威｣

が
日
米
で
確
認
さ
れ
、
沖
縄
・
辺
野
古
へ
の
新
基
地
建
設
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
日
米
同
盟
の
重
大
な
強
化
、

新
た
な
戦
争
へ
の
踏
み
込
み
で
す
。
カ
ネ
と
暴
力
に
モ
ノ
を
言
わ
せ
、
基
地
建
設
を
強
行
す
る
あ
り
方
は
、
原
発
建
設
と
ま
っ
た
く
同
じ
で

す
。
基
地
や
原
発
を
必
要
と
す
る
社
会
の
あ
り
方
そ
の
も
の
を
根
本
的
に
変
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
日
本
の
有
事
体
制
の
要

＝
成
田
軍
事
空
港
建
設
と
闘
う
三
里
塚
闘
争
に
連
帯
し
よ
う
！

さ
ら
に
、
仲
間
と
自
ら
の
生
活
・
未
来
を
か
け
、
学
生
は
闘
い
に
立
ち
上
が
ろ
う
！

大
震
災
下
で
百
万
単
位
で
吹
き
荒
れ
る
首
切
り
と
賃

下
げ
、
過
去
最
低
の
学
生
の
就
職
内
定
率
。｢

学
費
―
就
活
―
奨
学
金｣

に
よ
っ
て
、
学
生
は
食
い
物
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
学
生
・

労
働
者
に
す
べ
て
の
犠
牲
を
押
し
つ
け
、
国
家
と
大
企
業(

大
資
本)

の
利
益
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
の
が
菅
政
権
で
す
。｢

百
年
に
一
度
の
危

機｣

と
言
わ
れ
る
現
在
の
世
界
大
恐
慌
の
中
で
、
一
方
で
は
資
源
・
市
場
を
め
ぐ
る
国
家
間
の
対
立(

戦
争)

が
激
化
し
、
他
方
で
は
こ
れ
ま
で

に
な
い
ほ
ど
学
生
や
労
働
者
の
生
活
が
脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
。｢

戦
争
反
対｣

と｢

生
活
防
衛｣

を
掲
げ
結
成
さ
れ
た
１
９
４
８
年
の
全
学
連
結

成
時
の
闘
い
が
、
今
こ
そ
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

第
三
に
、｢

教
育
の
民
営
化(

私
物
化)｣

に
よ
る
大
学
・
学
問
の
腐
敗
と
闘
い
、
学
生
自
治
会
を
甦
ら
せ
よ
う
！

大
学
に
よ
る
原
発
推
進
は
、

｢

教
育
の
民
営
化｣

と
一
体
的
に
進
行
し
ま
し
た
。｢

教
育
の
民
営
化｣

と
は
何
か
。｢

大
学
と
は
原
材
料
を
仕
入
れ
、
加
工
し
て
製
品
に
仕
上
げ
、

卒
業
証
書
を
つ
け
て
企
業
に
送
り
出
す
場
所
で
あ
る｣

(

首
都
大
学
東
京
理
事
長
・
高
橋
宏)

―
―
こ
の
言
葉
や｢

産
官
学｣

路
線
に
象
徴
さ
れ
る

よ
う
に
、
現
在
の
大
学
は
、
企
業
と
一
体
と
な
っ
て
大
学
を
金
も
う
け
の
場
に
変
え
る
と
同
時
に
、
学
生
か
ら
あ
ら
ゆ
る
権
利
・
自
由
を
奪

い
、
社
会
を
批
判
し
大
学
に
反
抗
す
る
芽
を
つ
み
と
る
た
め
、
学
生
の
団
結(

学
生
自
治)

を
解
体
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
象
徴
が
２
０
０
４
年
の
国
立
大
学
法
人
化
で
す
。
２
０
０
１
年
の
中
央
省
庁
再
編
に
よ
り
、
文
部
省
と
原
子
力
推
進
政
策
を
担
っ
て

き
た
科
学
技
術
庁
が
統
合
さ
れ
、
文
部
科
学
省
が
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
禁
じ
ら
れ
て
い
た
原
子
力
予
算
の
大
学
へ
の
直
接
の
供
与
が

大
々
的
に
行
わ
れ
始
め
、
国
立
大
学
法
人
化
に
よ
っ
て
教
育
予
算
を
削
減
さ
れ
る
大
学
、
あ
る
い
は
原
発
利
権
に
群
が
る
大
学
が
雪
崩
を
う
っ

て
原
発
推
進
の
道
に
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。

し
か
し
こ
れ
に
対
し
、
２
０
０
６
年
以
来
の
法
政
大
学
に
お
け
る
闘
い
は
、｢

教
育
の
民
営
化｣

を
う
ち
破
り
、
学
生
の
団
結
を
拡
大
し
続

け
て
い
ま
す
。
こ
の
闘
い
に
続
き
７
月
８
日
に
は
被
災
地
・
東
北
大
学
で
学
生
自
治
会
が
主
催
す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

法
大
と
東
北
大
に
続
き
、
全
国
の
自
治
会
・
寮
・
サ
ー
ク
ル
で｢

教
育
の
民
営
化｣

と
闘
い
、
学
生
自
治
を
つ
く
ろ
う
！

歴
史
の
帰
趨
は
、
私
た
ち
学
生
の
双
肩
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
常
に
日
本
の
学
生
は
時
代
の
最
先
端
、
社
会
変
革
の
最
先
頭
に
立
っ
て
き

ま
し
た
。
今
こ
そ
学
生
の
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
３
０
０
万
学
生
は
全
学
連
第
72
回
定
期
全
国
大
会
に
集
ま
ろ
う
！

【
日
時
】

９
月
９
日(

金)

～
10
日(

土)

【
会
場
】

東
京
都
内

【
参
加
費
】
１
０
０
０
円
（
会
場
費
、
資
料
代
な
ど
）

※
宿
泊
費
は
除
く

【
連
絡
先
】TE

L
05
0

―303
6

―64
64

ma
il_

cn0
01@

zen
ga

kur
en.

jp
h
ttp

://
ww
w.z

eng
aku

ren
.jp

/

大会要項


